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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第122期
第３四半期
連結累計期間

第123期
第３四半期
連結累計期間

第122期

会計期間
自 平成28年３月１日
至 平成28年11月30日

自 平成29年３月１日
至 平成29年11月30日

自 平成28年３月１日
至 平成29年２月28日

売上高 (百万円) 57,609 56,729 79,649

経常利益又は経常損失（△） (百万円) 48 △8 730

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失(△)

(百万円) △18 445 607

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 172 446 799

純資産額 (百万円) 8,812 9,884 9,438

総資産額 (百万円) 61,109 60,343 59,203

１株当たり四半期（当期）純利
益金額又は１株当たり四半期純
損失金額(△)

(円) △1.58 38.85 53.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 14.4 16.4 15.9
 

　

回次
第122期
第３四半期
連結会計期間

第123期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年９月１日
至 平成28年11月30日

自 平成29年９月１日
至 平成29年11月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △26.17 △13.50
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

４．平成28年９月１日付で普通株式10株を１株の割合で併合しております。前連結会計年度の期首に当該株式併

合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 
２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。　

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 なお、連結子会社である㈱井筒屋外商サービスは、平成29年９月25日付で㈱井筒屋商事に商号変更しておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。　

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものであります。　　　　　　　

 

(１) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成29年３月１日～平成29年11月30日）におけるわが国経済は、政府による経済

政策や日銀の金融政策等により、企業収益や雇用環境等に引き続き改善がみられ、景気は緩やかな回復基調で推

移いたしました。しかしながら、米国の政策動向、中東や北朝鮮における地政学リスクの高まり、中国を始めと

する新興国経済の減速懸念等により、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

百貨店業界におきましては、富裕層消費やインバウンドの活況から大都市を中心に需要の底堅さが見られた

他、気温の低下によりセーターやコートなど秋冬物の衣料品に動きが出てきており、緩やかに復調の兆しが表れ

てきました。

こうした状況の中、当社グループにおきましては、引き続き将来の成長を見据えた基礎固めとして「井筒屋グ

ループ 中期３ヵ年経営計画（平成28年度～平成30年度）」を推進いたしております。

当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績につきましては、売上高は56,729百万円（前年同期比

98.5％）、営業利益は385百万円（前年同期比77.1％）となり、経常損失は８百万円（前年同期は48百万円の経常

利益）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、特別利益に固定資産売却益128百万円を計上したこ

とや「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」を適用したこと等により法人税等調整額として396百万円の

利益計上をしたことから、445百万円（前年同期は18百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりまし

た。

 
　 セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　 ①百貨店業

当社グループの主要事業であります百貨店業におきましては、コト消費への対応力強化とお客様の共感を得

られる売場の創出に注力してまいりました。

本店におきましては、昨年春の子供服とリビングフロアのリニューアルに続き、９月に本館５階の紳士服フ

ロアの一部を改装し、紳士洋品・雑貨の品揃えを充実させ、売場環境をリフレッシュいたしました。また、全

館で高級ブランドや限定品など百貨店ならではの特別感のある商品を展開した「井華会（せいかかい）」、初

企画としてバイヤーおすすめの逸品を本館８階の催場に一堂に集めた「アイ・プラス井筒屋ベストセレクショ

ン」を開催いたしました。11月に開催した「人間国宝十四代今泉今右衛門展」では貴重な作品の数々を展示

し、ご好評いただきました。

黒崎店におきましては、２階の婦人雑貨フロアを一部リニューアルし、オーガニック化粧品ショップの「エ

クラナチュレ」、インポート婦人服の「Ｍコレクション」を新規オープンするなど、新規顧客の獲得に取り組

んでまいりました。
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サテライトショップにおきましては、８月オープンの「イオンモール直方ショップ」に続き、10月に「ゆめ

タウン行橋ショップ」を新規オープンし、地域のお客様に大変ご好評いただいております。

当第３四半期連結累計期間（平成29年３月１日～平成29年11月30日）の業績につきましては、売上高は

56,729百万円(前年同期比98.5％)、営業利益は526百万円(前年同期比82.5％)となりました。

 

  ②友の会事業

友の会事業におきましては、株式会社井筒屋友の会が当社グループの百貨店に対して前払式の商品販売の取

次を行っており、外部顧客に対する売上高はありません。業績につきましては、７百万円の営業損失(前年同

期は３百万円の営業損失）となりました。

 

(２) 財政状態の分析

　　 ①資産

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,139百万円増加し、60,343百万円となり

ました。これは主に有形固定資産が975百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が1,142百万円、商品が614

百万円増加したことによるものであります。総資産のうち流動資産は14,221百万円、固定資産は46,121百万円で

あります。固定資産の主な内容は、有形固定資産39,785百万円、無形固定資産243百万円、投資その他の資産

6,092百万円であります。

 

  ②負債

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ694百万円増加し、50,458百万円

となりました。これは主に支払手形及び買掛金が1,119百万円及び前受金が714百万円増加したものの、借入金が

1,458百万円減少したことによるものであります。流動負債は32,120百万円、固定負債は18,338百万円でありま

す。負債の主な内容は、借入金23,632百万円、前受金8,620百万円、支払手形及び買掛金7,564百万円、再評価に

係る繰延税金負債2,874百万円であります。

 

  ③純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ445百万円増加し、9,884百万円であ

ります。

 

(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(４) 研究開発活動

　　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年１月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,480,495 11,480,495
東京証券取引所
(市場第一部)
福岡証券取引所

単元株式数は
100株で
あります。

計 11,480,495 11,480,495 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年９月１日～
平成29年11月30日

― 11,480 ― 10,532 ― 11,904
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
 普通株式　 　22,800

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,427,300 114,273 同上

単元未満株式 普通株式    30,395 ― 同上

発行済株式総数 11,480,495 ― ―

総株主の議決権 ― 114,273 ―
 

(注) １「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が600株(議決権６個)含まれて

おります。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

３ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成29年８月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

② 【自己株式等】

  平成29年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）     
株式会社井筒屋

北九州市小倉北区船場町
１番１号

22,800 ― 22,800 0.2

計 ― 22,800 ― 22,800 0.2
 

　

２ 【役員の状況】
　
　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年９月１日から平成

29年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年３月１日から平成29年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,462 6,473

  受取手形及び売掛金 1,755 2,898

  商品 3,201 3,816

  貯蔵品 26 20

  その他 700 1,036

  貸倒引当金 △15 △23

  流動資産合計 12,130 14,221

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 14,535 13,876

   土地 25,788 25,276

   その他（純額） 436 632

   有形固定資産合計 40,760 39,785

  無形固定資産 183 243

  投資その他の資産   

   差入保証金 3,797 3,752

   その他 2,508 2,523

   貸倒引当金 △177 △183

   投資その他の資産合計 6,128 6,092

  固定資産合計 47,072 46,121

 資産合計 59,203 60,343
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,444 7,564

  短期借入金 11,446 11,333

  未払法人税等 126 167

  前受金 7,906 8,620

  その他の引当金 318 422

  その他 3,805 4,011

  流動負債合計 30,049 32,120

 固定負債   

  長期借入金 13,644 12,298

  再評価に係る繰延税金負債 3,001 2,874

  商品券回収損失引当金 716 722

  退職給付に係る負債 1,252 1,178

  資産除去債務 469 477

  その他 631 786

  固定負債合計 19,715 18,338

 負債合計 49,764 50,458

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 10,532 10,532

  資本剰余金 11,904 11,904

  利益剰余金 △18,984 △18,242

  自己株式 △27 △27

  株主資本合計 3,424 4,166

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 25 26

  土地再評価差額金 6,063 5,766

  退職給付に係る調整累計額 △75 △76

  その他の包括利益累計額合計 6,013 5,717

 純資産合計 9,438 9,884

負債純資産合計 59,203 60,343
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

売上高 57,609 56,729

売上原価 43,705 43,159

売上総利益 13,904 13,569

販売費及び一般管理費 13,403 13,183

営業利益 500 385

営業外収益   

 受取利息 6 6

 持分法による投資利益 41 50

 協賛金収入 66 57

 未回収商品券受入益 228 218

 受取賃貸料 47 49

 その他 123 133

 営業外収益合計 515 515

営業外費用   

 支払利息 388 356

 売上割引 287 291

 商品券回収損失引当金繰入額 140 136

 地代家賃 5 5

 その他 145 120

 営業外費用合計 966 909

経常利益又は経常損失（△） 48 △8

特別利益   

 固定資産売却益 ― 128

 事業譲渡益 ― 57

 特別利益合計 ― 185

特別損失   

 固定資産売却損 67 ―

 固定資産除却損 22 10

 会員権評価損 0 ―

 特別損失合計 90 10

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△41 166

法人税、住民税及び事業税 19 117

法人税等調整額 △43 △396

法人税等合計 △23 △278

四半期純利益又は四半期純損失（△） △18 445

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△18 445
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △18 445

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △5 △2

 土地再評価差額金 201 ―

 退職給付に係る調整額 △4 △0

 持分法適用会社に対する持分相当額 △0 4

 その他の包括利益合計 190 0

四半期包括利益 172 445

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 172 445

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　　該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。　

 

（追加情報）

 　 （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 
　(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　　　　該当事項はありません。

 

　(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
至 平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
至 平成29年11月30日)

減価償却費 1,236百万円 1,204百万円
 

 

 (株主資本等関係)

　　前第３四半期連結累計期間(自 平成28年３月１日 至 平成28年11月30日)

　　 １．配当金支払額

　　　 該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

 　　　該当事項はありません。　

 

 　　当第３四半期連結累計期間(自 平成29年３月１日 至 平成29年11月30日)

 　 　１．配当金支払額

 　　　　該当事項はありません。　

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　 　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年３月１日 至 平成28年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
（注）

合計

百貨店業 友の会事業

売上高     

  外部顧客への売上高 57,609 ― ― 57,609

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 468 ― 468

計 57,609 468 ― 58,078

セグメント利益又は損失（△） 638 △3 ― 634
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報サービス事業

を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 634

セグメント間取引消去 △133

四半期連結損益計算書の営業利益 500
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年３月１日 至 平成29年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
（注）

合計

百貨店業 友の会事業

売上高     

  外部顧客への売上高 56,729 ― ― 56,729

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 481 ― 481

計 56,729 481 ― 57,211

セグメント利益又は損失（△） 526 △7 ― 519
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報サービス事業

を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 519

セグメント間取引消去 △133

四半期連結損益計算書の営業利益 385
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
至 平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
至 平成29年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金
額　　　（△）

△1円58銭 38円85銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会
社株主に帰属する四半期純損失金額（△）(百万円)

△18 445

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
金額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金額
（△）(百万円)

△18 445

   普通株式の期中平均株式数(千株) 11,458 11,457
 

(注)　1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.平成28年９月１日付で普通株式10株を１株の割合で併合しております。前連結会計年度の期首に当該株式併

合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

   (重要な後発事象)

　 　  該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年１月12日

株式会社井筒屋

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   金　　子　　一　　昭 　 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   久　　保　　英　　治　　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社井筒屋

の平成29年３月１日から平成30年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年９月１日から平成29

年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年３月１日から平成29年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社井筒屋及び連結子会社の平成29年11月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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